
EaseUS Data Recovery Wizard for Mac ユーザーマニュアル 

EaseUS Data Recovery Wizard for MacはMac、ハードディスクなどの記憶媒体から失われてしまっ

たデータを簡単な操作でリカバリーできるソフトで、幅広いユーザーの方々に使っていただけるよ

うに直感的に操作できるインターフェイスを採用しています。本マニュアルでは本製品の機能と使

用方法について解説します。 

本マニュアルに掲載されていない項目はナレッジベース: 

http://kb.easeus.com/ で問い合わせることができます。（英語） 

また、ホームページからのお問い合わせも受け付けています。（日本語） 

http://www.easeus.jp/recovery/support 

1. スキャンの開始 

紛失したファイルの種類を選択 

本製品を起動すると紛失したファイルの選択画面が表示されます。一般的なファイルフォーマット

が種類によって画像、オーディオなど7種類に区分されています。 

 

ドキュメント、ビデオ、メールおよびその他 

全てのカテゴリーがデフォルトで選択されています。リカバリーするファイルの種類を限定すると速

くスキャンできます。ファイルの種類を選択後、「続ける」をクリックして次のステップに進みます 

 

 



紛失したファイルの場所を選択 

ファイルが保存されていた場所を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リカバリーをおこなうファイルが含まれるパーティション、もしくはドライブを選択してください。外付

の記憶媒体も表示されます。 

 

ヒント: 

データのリカバリーが完了するまで、失われたデータが含まれるパーティション、あるいはドライブ

は使用を停止し、データの新規書込みをおこなわないでください。また、リカバリーしたファイルの

保存もしないでください。システムのパーティション内に保存されているデータを紛失した場合は、

すぐにMacの使用を中止してください。 

 

「戻る」をクリックすると、前の画面に戻って設定を修正できます。「スキャン」をクリックするとクイッ

クスキャンを実施します。 

 

  

 



2. スキャンの実施 

画面上部のプロセスバーにスキャンの進行状況が表示されます。プロセスバーの隣に「停止」「一

時停止」ボタンが表示されます。「停止」をクリックすると確認画面が現れますので、スキャンを停

止し、見つかったファイルを表示する場合には「OK」をクリックしてください。 

スキャンを停止した場合は再開することはできません。「一時停止」ボタンをクリックした場合はス

キャンを一時停止後、再開することができます。 

プロセスバーの右にスキャンに要する残り時間が表示され、上部に検出されたファイル数が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイックスキャンは短時間で完了します。単に削除したファイルやごみ箱から削除したファイルを

全て表示するためです。 

クイックスキャンが終了すると、ディープスキャンに関する案内画面が表示されます。（ディープス

キャンについては別途解説します。） 

  

 



ディープスキャン 

以下に該当する場合にはディープスキャンを実施してください： 

1. クイックスキャンで紛失したファイルが見つからなかった場合。 

2. リカバリーしたファイルを開くことができなかった場合。 

画面右上部にある「ディープスキャン」をクリックするとセクターごとのスキャンを開始します。ディ

ープスキャンはクイックスキャンより大幅に時間がかかります。スキャン中はなるべく他の操作を

おこなわないでください。 

 

  

 



3. リカバリーしたファイルの保存 

スキャン結果は2画面に分割表示されます。左画面はフォルダのツリー表示で、以下の方法でリカ

バリーするファイルを簡単に特定できます。 

 

パスによる特定: 

パーティションもしくはハードディスクドライブ内のフォルダ構造に基づき全てのフォルダを表示しま

す。 

元のフォルダ情報が得られないファイルは「Raw Files」フォルダに表示されます。 

 

パスによって紛失したファイル特定する場合の手順:  

a. ファイルの元の位置を探します。 

b. 元の位置で発見できなかった場合、 「LostFiles 」のフォルダを探します。 

c.「LostFiles」フォルダでも発見できなかった場合は、「Raw Files」フォルダを検索します。 

 

ヒント: 

Raw Filesフォルダにはフォルダ情報が不十分なファイルが保存されています。本プログラムによっ

てファイル名が変更されている場合がありますので、Raw Filesフォルダ内を検索する場合は特に

ご注意ください。 

 

種類による特定: 

見つかった全てのファイルは7種類に分別されます。この特定方法はリカバリーするファイルの種

類が限定している場合に有効です。 

 

変更日による特定: 

見つかった全てのファイルは作成年月もしくは最後に変更した年月の順に表示されます。この特

定方法は作成年月や変更年月が分かっている場合に有効です。 

左画面のウィンドウで選択したフォルダに含まれる全てのファイルが右画面のウィンドウに詳細情

報（日付と種類）と共に表示されます。 

 

ウィンドウ上部にある3種類のアイコンを使用してファイル表示を変更することができます。 

： ファイルの名称やサイズなどの詳細情報を表示します。 

：ファイルのサムネイルを表示します。 

：ファイルの詳細情報と共にプレビュー画面を表示します。 

 

 

 



リカバリーするファイルにチェックを入れます。画面上部に選択したファイルの数とサイズが表示さ

れます。「リカバリー」ボタンをクリックして開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



次にリカバリーするファイルの保存先を指定する画面が表示されます。 

リカバリーするファイルの保存先は元のファイルと異なるパーティション/ディスクドライブにしてくだ

さい。 

保存先のパーティション/ディスクドライブを選択して「保存」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完了後、保存先に指定したフォルダにリカバリーされたデータが正しく作成されていることを確認し

てください。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索ウィンドウ 

ディープスキャンの結果、大量のファイルが検出された場合は「検索」をおこなうことでリカバリー

するファイルを素早く特定することができます。 

検索ウィンドウにリカバリーするファイルに関するキーワードを入力すると、スキャンしたファイル

の中からキーワードに符合するファイル、あるいはキーワードを含むファイルが表示されます。 

 

スキャン結果のエクスポート 

スキャン結果のエクスポートは以下の場合に使用します: 

1. リカバリーを中断する場合。 

2. データの量が多すぎて一度に保存できない場合。 

3. ディスクドライブにリカバリー後のデータを保存できるだけの十分な容量がなく、別のドライブを

準備する必要がある場合。 

「エクスポート」ボタンをクリックすると「保存」画面が表示されるので、.rsfファイルを保存する場所

を選択してスキャン結果を保存します。 

スキャン結果を読み込む場合は、「ホーム」ボタンをクリックし、ホーム画面を表示します。 

画面右上の「インポート」アイコンをクリックし、保存されている.rsfファイルを選択して読み込みが

 



完了するまで待ちます。 

注意: 

1. 保存したスキャンデータはデータを作成したMacの環境に基づくものです。他のMacでは絶対に

読み込まないでください。 

2. 保存したデータは早目に使用してください。システムの変更と時間の経過に伴い.rsfファイルが

損傷して使用できなくなります。 

 

4. Data Protection 

Data Protectionは、偶発的なデータの損失を避けることのできる機能です。簡易プロテクトと完全

プロテクトの2種類の保護モードがあります。 

 

Data Protectionへのアクセス 

2種類のアクセス方法があります。 

 

1.パーティションの右に表示されている鍵のアイコンをクリックする。 

 

 

2.S.M.A.R.T監視を開き、ディスク情報から「保護」をクリックする。 



 

※Mac OSのバージョンによっては、この位置からのアクセスに対応していない場合があり

ます 

 

簡易プロテクト 

簡易プロテクトはデータ要素のみを保護します。これによりディスク容量を節約できますが、ソース

ドライブに新しいデータが書き込まれた場合、保護中のデータが上書きされ、元のデータが完全に

失われる可能性があります。 

 

1.簡易プロテクトのオン/オフ 

「簡易プロテクト」の隣にあるボタンをクリックすると、プロテクトが有効になります。 



 

 

「簡易プロテクト」の隣にあるボタンを再度クリックすると、プロテクトが無効になります。その際「は

い」を選ぶと、プロテクトは終了しますが、それまでに保護されたデータは保持されます。「はい、

同時にリセットします」を選ぶと、プロテクトの終了と同時に、それまでに保護されたデータはすべ

て削除されます。 

 

 

2.保護対象の追加＆削除 

「フォルダを追加」をクリックすると、任意のフォルダを保護対象に追加できます。「削除」をクリック

すると、選択したフォルダを保護対象から外します。 



 

 

3.保護されたデータの復元＆削除 

保護対象のファイルがゴミ箱に移動すると、自動的に「ファイルリカバリー」の中に追加されます。

もし、その状態でゴミ箱を空にしても、「リカバリー」をクリックすればこれらのファイルを復元できま

す。「削除」をクリックすると、これらのファイルは完全に削除されます。 

 



完全プロテクト 

完全プロテクトは、保護されたデータの完全なコピーを作成します。これには多くのディスク容量を

使用しますが、もしソースドライブのデータが失われた上で新しいデータに上書きされても、コピー

から元のファイルを復元することが可能になります。 

 

1.完全プロテクトのオン/オフ 

「完全プロテクト」の隣にあるボタンをクリックすると、プロテクトが有効になります。 

 

 

「完全プロテクト」の隣にあるボタンを再度クリックすると、プロテクトが無効になります。その際「は

い」を選ぶと、プロテクトは終了しますが、それまでに保護されたデータは保持されます。「はい、

同時にリセットします」を選ぶと、プロテクトの終了と同時に、それまでに保護されたデータはすべ

て削除されます。 



 

 

2.保護対象の追加＆削除 

「フォルダを追加」をクリックすると、任意のフォルダを保護対象に追加できます。「削除」をクリック

すると、選択したフォルダを保護対象から外します。 

 

 

3.保護されたデータの復元＆削除 



保護対象のファイルがゴミ箱に移動すると、自動的に「ファイルリカバリー」の中に追加されます。

もし、その状態でゴミ箱を空にしても、「リカバリー」をクリックすればこれらのファイルを復元できま

す。「削除」をクリックすると、これらのファイルは完全に削除されます。 

 

 

4. このパーティションの完全保護を有効にする 

現在のパーティション内のすべてのフォルダを、ワンクリックで保護対象に設定するためのオプシ

ョンです。具体的には、Data Protectionでアクセス可能な、現在のパーティション内のすべてのデ

ータが完全プロテクトの保護対象となります。これにより、手動でフォルダを追加する必要がなくな

るため、「フォルダを追加」ボタンは使用不可となります。 



 

 

5.保護ファイルひとつあたりの最大容量 

完全プロテクトで保護するファイルひとつあたりの最大サイズを指定するには、上下の矢印をクリ

ックします。指定可能なサイズは16MBから64GBまでです。指定サイズを超えるファイルは、自動

的に保護対象から外されます。「無制限」なら、すべてのファイルが完全プロテクトの保護対象とな

ります。 



 

 

6.ファイルの保護期間 

ファイルのコピーを保存する期間を指定するには、上下の矢印をクリックします。指定可能な期間

は1日から1年までです。「無制限」なら永久にコピーを保存します。ディスク容量を節約するため、

指定期間を過ぎたファイルは自動的に削除されます。 



 

 

7.ファイルの保護に使用するスペースの最大容量 

保護対象のデータを保存するディスク領域の最大サイズを指定するには、上下の矢印をクリックし

ます。指定可能なサイズは1GBから1TBまでです。初期サイズは8GBとなっています。保護対象の

データがゴミ箱に移動すると、Data protectionは自動的にそのデータのコピーを指定したディスク

領域に保存します。 



 

 

8.保護するファイルの種類 

保護対象のファイルの種類を、画像、オーディオ、メール、ドキュメント、ビデオ、その他から指定で

きます。「無制限」ならすべての種類のファイルを保護します。 



 

 

9.注意 

※簡易プロテクトと完全プロテクトを同時にオンにすることは可能ですが、推奨されません。 

※EaseUS Data Recovery Wizard Free版は、最大で2GBまで無料でデータの復元を行えますが、

Data Protectionを使用したデータの復元もこの容量に含まれますのでご注意ください。 

 

S.M.A.R.Tモニタ 

S.M.A.R.T監視は、ディスクの状態をリアルタイムで監視し、パーティション領域の情報を確認でき

る機能です。 

 

1.S.M.A.R.T監視の開始と停止 

S.M.A.R.T監視は、インストール後の初期設定では常時有効となっています。 

S.M.A.R.T監視を停止するには、Macの右上にあるEaseUSのアイコンをクリックし、「S.M.A.R.T監視

を停止」をクリックします。 



 

 

S.M.A.R.T監視を再開するには、まずMacの左上からEaseUS Data Recovery Wizardをクリックし、

「製品情報」をクリックしてください。 

 

 

次に「ハードウェアの問題についてディスクを監視」にチェックを入れてください。 



 
 

2.S.M.A.R.T監視で確認できるもの 

S.M.A.R.T監視を有効にすると、以下の項目をリアルタイムで確認できます：システムディスクの温

度、稼働時間、システムディスクの種別、電源サイクル回数、ディスクのパーティション情報 

 
 

3.EaseUS Data Recovery Wizardを開く 

ワンクリックでEaseUS Data Recovery Wizardのメイン画面を起動することができます。 



 

 

4.S.M.A.R.T監視設定 

「S.M.A.R.T」をクリックすると、S.M.A.R.T監視に表示したいディスクを追加または削除することがで

きます。 

 

「製品情報」をクリックすると、バージョン情報とオンラインガイドへのリンクが表示されます。 



 

 

EaseUS Disk Viewer 

EaseUS Disk Viewerを使用して、効果的にファイルを表示、検索、管理することができます。この

機能はローカルディスク/パーティションのみをサポートしています。ディスクイメージとネットワーク

ドライブはサポートしていません。 

 

Disk Viewerへのアクセス 

2種類のアクセス方法があります。 

1.メイン画面で「使用状況」をクリックする。 

 

 

2.S.M.A.R.T監視を開き、ディスク情報から「使用状況」をクリックする。 



 

※Mac OSのバージョンによっては、この位置からのアクセスに対応していない場合があり

ます 

 

Disk Viewerの機能 

1.すべてのファイル/フォルダが、ファイルサイズに基づいて異なる色で表示されます。1GB未満の

ファイルは緑、1GBから10GBまではオレンジ、10GB以上は赤です。 

 

 

ヒント： 



Disk Viewerのスキャン処理は、いつでも一時停止または停止することができます。 

 

 

2.ディスク容量の節約のため、ファイルを選択してゴミ箱に移動、または完全に削除することがで

きます。 



 

 

3.表示アイコンをクリックすると、目的のデータのある場所がすぐに開きます。 



 

 

4.閲覧アイコンをクリックすると、ファイルサイズと最終変更日が表示されます。 



 

 

 

免責 

本マニュアルは 2016年 9月 1日現在公開されているプログラムの動作に基づいて作成したもの

です。マニュアルの記載内容と実際のソフトの状態に差異がある場合は、ソフトの状態を優先しま

す。 


